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□人事

環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは環境に配慮した
「水なし印刷」により印刷しております。

ACDDE2012 Best Paper Awardを受賞しました
　12月6日(木)から8日(土)に開催された一般社団法人日本機械学会（設計・シ
ステム部門）ACDDE2012（設計工学とデジタルエンジニアリングに関する国
際会議）において、情報工学科の溝口知広助教が
Best Paper Awardを受賞しました。受賞論文は、
北海道大学、地方独立行政法人北海道立総合研
究機構との共同で行った、マイクロフォーカスX線
CTシステムを用いた現物融合型CAD/CAE解析技
術に関するものです。

「アサヒカメラ」ファーストステップ部門入賞
　写真部の酒井克幸さん(物質化学工学科4年)
が、雑誌「アサヒカメラ」の投稿企画で見事入選
を果たしました。応募した作品「水との共演」は、
メガホンを使った噴水を高速シャッターで写し
たもので、ファーストステップ部門884作品の中
から選ばれた22作品のうちの一つ。酒井さん
は、「写真を通して、人との出会いを大切にし、
“ありがとう”と言ってもらえるような写真を撮り
たい」と喜びをかみしめていました。

　3月2日（土）、日本大学工学部70号館にて「第2回ロハスの工学シンポジウム～ふくしまの子どもたちの未来のために～」と題し
て、市民公開シンポジウムを開催しました。
　東日本大震災における原発事故以来、郡山では低レベル放射線下にある子どもたちの心と体の健康増進と、その向上策の一つ
として屋内運動施設が期待されています。これらの課題に対し、日本大学工学部の掲げる「ロハスの工学」が子どもたちの未来の
ために何を成すべきか？市民の皆さまとともに考えました。原正夫郡山市長も出席される中、小児科医でＮＰＯ法人郡山ペップ
子育てネットワーク理事長の菊池信太郎氏による「元気な子ども、明るい未来。郡山の元気、明日の福島。～震災後の子どもたちの
現状と子どもたちを育む取り組み～」と題した基調講演や工学部研究者からの話題提供のほか、パネリスト6名によるディスカッ
ションが行われました。シンポジウムを通して「ロハスの工学」に対する市民の皆さまの期待もますます高まっているようでした。

工学部就職セミナーが行われました
　2月6日(水)から8日(金)の3日間、工学
部70号館にて平成26年3月卒業・修了
見込者を対象とした第1回工学部就職
セミナーが行われました。毎年、各業
界の有数企業を招いて行われており、
今年も首都圏や東北・福島県内の企
業を中心に、全国から556社にご参加いただきました。企業の人事担当者から
直接会社概要や採用状況の説明を聞くことができる貴重な機会であり、参加
したのべ2,700名余りの学生は、企業研究の場として大いに役立てていました。

工学部体育会が歳末助け合い運動募金を寄付しました
　工学部体育会は12月27日(木)郡山市
社会福祉協議会を訪れ、歳末助け合い
運動募金として476,072円を郡山市共同
募金会に寄付しました。体育会の寄付
は 、昭 和 4 5 年 から4 3 回目で 、累 計 は
42,035,029円となります。社会福祉に貢
献しようと毎年街頭で募金を募っており、12月1日(土)から14日(金)まで郡山駅前
や工学部内で、体育会に所属する学生のべ550人が募金活動を行いました。

機関誌表紙に無機結晶写真が採用
　生命応用化学科機能性材料研究室では、水熱法と
いう方法で合成されたオリビンという種類のリン酸
鉄リチウム（化学式 LiFePO4）を工学部分析センター
にある電界放射形走査電子顕微鏡(FE-SEM)で観察
した結果、ダリアの花のような結晶になっていること
を明らかにしました。この無機結晶写真を「オリビン・
ダリア」と名付けて、公益社団法人日本セラミックス
協会の写真コンテストに応募したところ、見事2013
年機関誌の表紙に採用されました。

最終講義

「生産」「情報」「システム」の3つをキーワードとして教育と研究を推進した白井教
授。特に重点を置いた「コンピュータを利用したモノづくり」の研究について熱く
語られました。会津出身の白井教授が寄贈した「東海道五十三次の漆絵」が飾られ
るゆかりのホールで、45年間の研究生活を感慨深げに振り返っていました。

電子工業から始まった画像処理の応用が、ＰＣ/情報機器など一般化していった
発展の軌跡を追いながら、原教授自身が企業で携わった研究事例や工学部で新
たに取り組んだＧＡ・３Ｄ形状再構成・ＣＧなどの研究についてお話されました。
会場に集まった関係者からは温かい労いの拍手とともに花束が贈呈されました。

平成25年度在学生への授業料等の特別措置
　日本大学では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故に
より被災された在学生の方々が勉学の機会を失わないよう、授業料等の特別
措置を講じることにいたしました。詳しくは工学部ホームページをご覧いただ
くか学生課(TEL:024-956-8631)にお問い合わせください。

退職（定年） 退職（依願）

（平成25年3月31日付）

機械工学科
小　川　 　　清教授（研究所）

（平成25年3月31日付）

総合教育
栁　澤　 秀　男教 授

（平成25年3月31日付）

電気電子工学科
阿　曽　 弘　具教授（研究所） 教授（研究所）

（平成25年3月31日付）

総合教育
矢　部　 洋　三教 授

（平成25年3月31日付）

情報工学科
白　井　 健　二教授（研究所）

（平成25年3月31日付）

電気電子工学科
上　田　　　 剛准 教 授

（平成25年3月31日付）

情報工学科
原　　　 靖　彦教授（研究所）

（平成25年3月31日付）

電気電子工学科
長　澤　 幸　二准 教 授

（平成25年3月31日付）

総合教育
戸　次　 直　明教 授

（平成25年1月31日付）

総合教育
安　納　 弘　道専任講師

（平成24年12月31日付）

教務課
澤　井　　　 歩主 事

工学 部 だより

工学研究所NEWS

●情報工学科　白井 健二 教授 12月26日(水)　70号館7014講義室(五十嵐ホール)

 「研究生活45年― I T を利用したモノづくり―」演題

●情報工学科　原　靖彦 教授 2月21日(木)　次世代工学技術研究センター
　　　　　　 プレゼンテーションルーム「我らの時代と私の研究」演題

ご自身の生い立ちから工学部での学生・教員時代を振り返りながら、恩師との出会
い、吸収型冷凍機性能向上の研究など、さまざまな思い出を語るとともに感謝の
言葉を述べられました。45年の長きにわたり、大いに貢献されてきた小川教授に
対し、会場からは惜しみない拍手が送られました。

●機械工学科　小川　清 教授 3月2日(土)　本館3階第1会議室

「工学部での過ぎし四十五年」演題
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どんなに困難なことがあっても、

桜が咲かない春はなかった。

4年間頑張りぬいたこと、みんなで讃え合おう。

そして今、輝く未来へ飛び立とう！
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佐藤 　翼 （情報工学科）

鈴木　郁弥 （土木工学科） 神田　　俊 （機械工学科） 青柳　秀和 （電気電子工学科）

田中　広忠 （土木工学科） 川名　　領 （機械工学科） 市川　佳奈 （物質化学工学科）

高橋　寛子 （建築学科） 西方　博紀 （機械工学科） 大内沙友里 （物質化学工学科）

松永　一秀 （建築学科） 福田　雄作 （電気電子工学科） 佐藤　正樹 （情報工学科）

本多　来未 （建築学科） 齋藤　寛史 （電気電子工学科） 片桐　雅貴 （情報工学科）

國分　駿義 （土木工学科） 福田　卓也 （機械工学科） 笠井　麻子 （物質化学工学科）

木内　将太 （土木工学科） 泉　　栄人 （機械工学科） 和田　典子 （物質化学工学科）

宗像　　駿 （建築学科） 山下　隼人 （電気電子工学科） 植木　康平 （情報工学科）

中谷　哲郎 （建築学科） 藤原　克樹 （電気電子工学科） 影山　大樹 （情報工学科）

前島 　拓 （土木工学専攻）

平成24年11月10日　公益社団法人　土木学会
土木学会平成24年度全国大会第67回年次学術講演会での優秀講演者賞

「水張り環境における膨張材併用軽量ＲＣ床版の疲労耐久性評価」

岩崎 勝彦 （機械工学科）

平成23年8月11日　北信越学生陸上競技連盟
第33回北日本学生陸上競技対校選手権大会

男子やり投げ　第1位

奈良 将大 （物質化学工学専攻）

平成24年9月21日　公益社団法人　日本セラミックス協会
日本セラミックス協会第25回秋季シンポジウム特定セッションでの優秀発表賞

「超親水性アルミナ薄膜の高温溶媒処理による形態変化」

中井 奨太 （建築学科）

平成24年10月19日　社団法人　日本建築家協会東北支部
第16回ＪＩＡ東北建築学生賞での東北専門新聞連盟賞

「水と暮らす　つかずはなれず」

「箱のマトリョーショカ」

遠藤 安泰 （建築学専攻）

平成24年1月20日　社団法人　インテリア産業協会
平成23年度住まいのインテリアコーディネーションコンテストの課題分野Ａ部門

「私だけのインテリア空間」での部門賞

佐藤 雄太 （建築学科）

平成24年11月27日　株式会社ハーフェレジャパン
第4回ハーフェレ学生デザインコンペティションでの優秀賞

阿部 慎也 （建築学科）

平成24年11月27日　株式会社ハーフェレジャパン
第4回ハーフェレ学生デザインコンペティションでの優秀賞

平成24年12月8日　東北大学・災害科学国際研究所ほか
「景観開花。9」での佳作及び特別協賛企業賞

「壁と生きる～3つの壁による防潮堤との付き合い方～」

「応急箱～受け継がれていく思想～」

「応急箱～受け継がれていく思想～」

新川　翔太 （機械工学科）体育会第43代委員長

車田　和也 （機械工学科）学術文化サークル連合会第39代委員長

齋藤　康平 （情報工学科）第61回北桜祭実行委員会委員長

穴澤　暢浩 （機械工学科）應援團第57代団長

陸上競技部郡山市市民活動推進顕彰事業での
まちづくりハーモニー賞受賞

西山　孝樹 （土木工学専攻）

杉山　和隆 （建築学専攻）

伊東　秀人 （機械工学専攻）

小林　隆一 （物質化学工学専攻）

指導：長林　久夫　教授

指導：倉田　光春　教授

指導：清水　誠二　教授

指導：春木　満　教授

「わが国の近世以前における土木事業の歴史的変遷に関する研究」

「建物における歪縮小・復元解析法に関する研究」

「アブレシブサスペンションジェットによる水中切断に関する研究」

「ランダム変異導入による大腸菌アセチルエステラーゼの活性向上に関する研究」

「福島県の歴史的建築インベントリー再構築に関する調査研究」
指導 ： 速水　清孝　准教授

鎌田俊太郎 （建築学科） 宇野　拓也 （建築学科）
倉林　　謙 （建築学科） 楢原　壮人 （建築学科）
長太　遥平 （建築学科）

「新規な粉末防せい剤を利用したRC構造物用補修材料の防せい性」
指導 ： 出村　克宣　教授、  齋藤　俊克　助教

高野　圭奈 （建築学科）手塚　伸明 （建築学科）

「公園内における移動イス設置方法に関する研究」
指導 ： 土方　吉雄　准教授

中谷　哲郎 （建築学科）大矢　康隆 （建築学科）

日本大学工学部長  出村 克宣

　学部卒業・大学院修了、誠におめでとうございます。皆さんは、
東日本大震災という大きな試練を乗り越えて、万感の思いでこの
日を迎えられたことと思います。困難に立ち向かう勇気と知力を身
につけ、逞しく成長した皆さんには、時代を生き抜く強い力が備
わっているはずです。きっと、自ら描いた夢や希望を叶えていける
ものと信じています。

　工学部に訪れる企業の方々から「学生の挨拶がしっかりできて
いる」とお褒めの言葉をよくいただきます。これは、新入社員にとっ
て最も必要な規範です。明るく元気に挨拶することを心がけてく
ださい。もう一つ、新入社員に求められるのは文章力です。上司
への伝言やリポートに誤字脱字がないか、漢字を使わずひらがな
ばかりを多用していないかなどが評価の基準とされます。大学の
レポートや論文などをしっかり書いてきた皆さんであれば、案ずる
ことはありません。

　実は、こうした大学時代に培った「学びの習慣」がその後の人
生を大きく左右すると言われています。仕事をしていくうえで、学
ぶことはたくさんあります。その時に、学習する素地のある人は、
新たな知識や能力を身につけようと努力します。その向上心が、
やがて職場での地位などの向上につながっていくのです。大学
での学びを通して味わった達成感や知る喜びを忘れることなく、
社会人になっても勉強する姿勢を持ち続けることが成功の鍵とな
るでしょう。

　皆さんは、工学部が10年前から教育・研究テーマに掲げる「ロ
ハスの工学」を学びながら大学生活を送ってきました。これからは、
それを実践する担い手になってほしいと思います。「ロハス
(LOHAS)」とは、“Lifestyles Of Health And Sustainability”の
頭文字をとったもので、健康で持続可能な暮らし方と訳されます。

「心と体、そして地球にもやさしい生活様式」と解釈することもでき
ます。そのような生活様式を工学分野から支援するのが「ロハス
の工学」です。東日本大震災や東京電力福島第一原発事故に
よって、持続可能な社会の実現や再生可能エネルギーの利用が
叫ばれる中、「ロハスの工学」を実践する工学部にも、各方面から
大きな期待が寄せられています。

　米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校のジェレンド・ダイアモン
ド教授は、1万年以上にわたる歴史上の文明を分析し、文明が崩
壊する原因は価値観の見極めによるとしています。次世代に向
かう新しい価値観をつくれた文明は存続し、見いだせなかった文
明は崩壊するというのです。工学の目指すところは、科学技術の
進化ではなく、健康で持続可能な社会の形成であり、そのための
人々の夢や願望の実現です。それを可能にする「ロハスの工学」
は、工学に対する新しい価値観の付与だと考えています。大きな
変革が必要な時代に、「ロハスの工学」を学んできた皆さんは、新
しい価値観を持ち、時代を変える原動力になり得る人材であると
思っています。持続可能な社会を実現する先駆者として、大いに
活躍することを期待しています。

　これからは、100万人を超える日本大学校友、また5万7千人に
達する工学部校友の一員となります。ともに力を合わせて、人と地
球の未来のために尽力されることを願っています。

工学部で培った学びと
ロハスの工学を糧に
未来を切り拓く技術者・
研究者を目指して

祝辞 平成24年度卒業式表彰者

日本大学総長賞・優等賞　学業部門

工学部長賞　学術・文化部門（個人）

工学部長賞　体育部門（個人）

日本大学優等賞

校友会賞（個人）

校友会賞（団体）

博士学位取得者

学会賞等受賞者

父母会賞

大平　旭洋 （建築学専攻）
「RC構造物におけるネットワーク及び補修剤を用いた自己修復コンクリートの開発」

指導 ： サンジェイ・パリーク　准教授斎藤賞
（修士論文）

高守　留珠 （建築学専攻）
「福島県内に立地する屋内子ども遊び場の利用実態に関する研究」　

指導 ： 若井　正一　教授北桜賞
（修士論文）

阿部　慎也 （建築学科）
「近い建築　―ニュータウンの様相―」

指導 ： 浦部　智義　准教授桜建賞
（卒業設計）

倉重　圭一郎 （機械工学専攻）
「救急救命機能を搭載したコンセプトカーの開発」

指導：西本　哲也　教授

日本機械学会「三浦賞」

川名　領 （機械工学科）

「水中におけるPET/SUS630の摩擦係数と軸定数の関係」
指導：加藤　康司　教授、  伊藤　耕祐　准教授

神田　俊 （機械工学科）

「轢過による足部の傷害評価に関する研究」
指導：西本　哲也　教授

日本機械学会「畠山賞」

川村　幸成 （機械工学専攻）
「自動車交通事故による痛みと生理学的損傷の定量解析に関する研究」

指導：西本　哲也　教授

自動車技術会「大学院研究奨励賞」

西山　孝樹 （土木工学専攻）
「我が国の古代の僧が持ち合わせていた仏教思想と彼等による土木事業について」

指導：知野　泰明　准教授

土木学会第31回土木史研究発表会「若手優秀発表賞」第１位

早田　祥弘 （情報工学専攻）
「省電力ネットワークを実現する高速トポロジー構築手法」

指導：竹中　豊文　教授、  見越　大樹　助教

電子情報通信学会 「和文論文誌 学生優秀論文賞」

加藤　隆樹 （機械工学専攻）

「柔軟センサによる加工表面の凹凸の計測に関する研究」
指導：横田　理　教授

福田　卓也 （機械工学科）

「膝関節可動時における関節音の計測に関する研究」
指導：長尾　光雄　准教授

日本設計工学会「武藤栄次賞優秀学生賞」

「日本大学工学部図書館における耐震補強効果の検討」
指導 ： 千葉　正裕　教授、 日比野　 巧　助教

藍澤　友詩 （建築学科） 石橋　和晃 （建築学科）
石山　寛仁 （建築学科） 今村　翔太 （建築学科）
小野　栄憲 （建築学科）

黒木　康平 （建築学科） 佐藤　妙子 （建築学科）
宮内　春樹 （建築学科）

片平 めぐみ （建築学科）

桜建賞
（卒業論文）

1 2



各学科の4年　　　　クラス担任等から
卒業生への　　　　メッセージ

卒業おめでとうございま
す。日大工学部の学生は
常々、他大学の学生と比べ、直向きで粘り強いと感じています。この
ことは社会に出てから大きな強みとなります。このような時代だから
こそ、皆さんの強みを大いに活かし、自信を持って社会に羽ばたい
てください。皆さんの社会での活躍を大いに期待しています。

岩城　一郎
土木工学科

教 授

強みを活かせ！

「人間は努力すればする
ほど迷うものである」とは
ゲーテの言葉である。努力には迷いは付きものである。努力すれば
するほど悩みも多くなり、時には間違うこともあるだろう。人生には
市民的勤勉さの道もあるが、芸術家的回り道もあってよい。要は健
康的な全体性を保つため、グローバルな視野と偉大なるバランス
をとるべく常に努力することを怠らないことである。

佐藤　彰
総合教育

教 授

健康な全体性
―卒業生に贈る言葉―

ご卒業おめでとうござい
ます。これから社会の第一
線で活躍することになります。与えられた仕事には容易にできるもの
と困難を伴うものがあります。困難な仕事に対しては、自分を向上さ
せる数少ないチャンスと捉え、万事を肯定し、そして受け入れる姿勢
で臨めば、最少のストレスで最大の成果がでると思います。技術者と
して時代を切り拓くパイオニアになられることを期待しております。

永嶋　誠一
総合教育

教 授

ご卒業おめでとうござい
ます。あるいは学生時代
との別れに不安を覚える人もいるかも知れません。でも皆さんは、
あの震災を耐え、世界に讃えられた人たちです。自信を持って、前を
向いて、新しい世界に踏み出してください。そう、日本語の卒業式は
終わりの儀式ですが、英語では、コメンスメント、始まりの儀式です。
卒業、おめでとう。そして、新たな始まりに、心より、おめでとう。

速水　清孝
建築学科

准 教 授

新しい世界に歩み出す
皆さんへ

卒業おめでとうございま
す。東日本大震災の体験
を通して皆さんは何かしら感じ得るものがあったことと思います。
それらの体験を一つの糧として大学で培った技術や知識とともに、
まだまだ求められている復旧・復興の担い手として、大いに発揮し
てもらえたらと思います。これからの進路に反映させ社会の一員と
して大いに活躍することを祈念します。

松井　壽則
建築学科

准 教 授

飛躍を期待します

ご卒業おめでとうございま
す。健康で持続可能なさま
ざまな生活様式を実現するためには、高い技術や広い見識が必要で
す。一人では成し得ないことでもあります。技術は日進月歩です。世界を
視野に入れて日々自らを磨き、チャレンジしてください。震災を乗り越
え、この時期に日大工学部で学んだ皆さんが力を合わせれば成し遂げ
られると信じています。皆さんの社会での活躍に期待しています。

伊藤　耕祐
機械工学科

准 教 授

力を合わせて大輪の
花を咲かせよう

卒業おめでとうございま
す。皆さんがこれから羽ば
たこうとする社会は、先の見通せない不安定な世の中です。しかし、諸先
輩方も困難な時代を辛抱強く生き抜いてこられました。上杉謙信公の訓
言にこのような言葉があります。「心に勇ある時は、クヨクヨしない」、「心
に忍耐ある時は、ものごとがうまくいく」。皆さんも失敗を懼れず、実際に
自分で体験すること、本物を自分の目で見ることが大切です。

森谷　信次
機械工学科

教 授

心に勇、心に忍耐を

卒業おめでとうございま
す。大学で学んだことは専
門分野の知識だけではありません。家族、教職員、学友、地域や就活
で出会った人々との交流からも多くを学んだと思います。これらを通
じて、あるいは問題解決に向けて、自ら考え行動した経験が皆さんの
精神の糧となっていることでしょう。社会に出ても失敗を恐れず、様々
な経験を通して立派な社会人になってくれることを期待しています。

遠藤　拓
電気電子工学科

准 教 授

大学での経験を糧に
社会での活躍を期待

ご卒業おめでとうござい
ます。いよいよ実践開始
です。これまで身につけた知識と経験を頼りに、いろいろな成果を
あげることになるでしょう。それには自ら行動し、貪欲に解決策を組
立てる意欲が物を言います。これは不断の探求によって更に磨か
れることでしょう。活躍を期待しています。

知野　泰明
土木工学科

准 教 授

自ら組立てる

ご卒業おめでとうござい
ます。半年のみのクラス担
任でしたが、贈る言葉としてひとこと。皆さんはこれから社会の一員と
して人生の新たな一歩を踏み出すわけですが、自分が置かれた立場
に安住することなく、日々新しいことに興味を持ち、常にチャレンジす
る気持ちを持ち続けることを大切にしてください。大学生活で得た知
識や経験を活かし、皆さんがご活躍されることを期待しています。

石川　博康
電気電子工学科

准 教 授

常にチャレンジする
気持ちを大切に

卒業おめでとうございま
す。大学生活はどうでした
か？充実していたことと思います。この4年間は人生にとってほんの
わずかな期間ですが、きっとこれから生きていく上でもっとも大切
な時間になると思います。楽しかったこと、くやしかったこと全てが
君たちのこれからの支えになってくれるでしょう。さあ、君たちの道
を進んでいってください。自分の目指したゴールに向かって。

沼田　靖准 教 授

どんな人生を歩んで
いきたいですか？

ご卒業おめでとうございま
す。大学生活の中には、楽し
いことも辛いこともあったことでしょう。皆さんが順調に成長し、社会貢献
できる人材となり、友人共々お互いの成長を認め合えたとき、大学生活と
いう共通の思い出が懐かしいだけでなく、かけがえのない思い出になる
と思います。そのためにも、日々の努力を怠らず、成長を続けてください。
そして、いつの日か、その成長した姿を見せに大学にも訪れてください。

根本　修克教 授

大学生活がよい思い出と
なるように成長を

皆さんが入学してから、も
う４年も経ったのですね。
早いものです。この地で、新しい友と出会い、語り合い、希望に満ち
溢れた日もあれば、不安に押し潰されそうになった日もあったことで
しょう。きっと、それは、かけがえのない日々。大学時代の様々な経験
が、これからの皆さんの支えになってくれることと思います。希望を
胸に。今後の活躍を期待しています。いつかまたお会いしましょう。

加瀬澤　正
情報工学科

教 授

卒業おめでとう！

これまで工学部で過ごし
た年月は、君たちの人生
にとってかけがえのないものです。この年月を糧として、これからも常
に自分を高める努力を続けてください。この姿勢を持てば明るい未来
を拓くことができるでしょう。このときが来ることを君たちを支えてくれ
た人は長い間待っていたのです。感謝を忘れずに次は支える側に回
れるようになってください。卒業おめでとうございます。良い未来を！

原　靖彦
情報工学科

教 授

工学部で過ごした
年月を糧に活躍を！

社会人として
生き抜くための知恵

物質化学工学科
（現 生命応用化学科）

物質化学工学科
（現 生命応用化学科）
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より専門的な知識を身につけ、高校の理科の先生になる
夢を実現するために、教育学部ではなく工学部を選択。教
員になるための基礎と伝えることの大切さを学ぶととも
に、信頼できる一生の友人と出会い、今までの自分にはな
い新たな一面を発見することができました。“学ぶことの楽
しさ”そして“友人の大切さ”を伝えられる教員になること
が、私の夢です。

今振り返ると、一つひとつの授業こそが大学生活で
の思い出だと感じています。電気はさまざまな分野
に活用されていて、進路の広さにも驚きました。東

日本大震災で大規模な停電を経験し、改め
て分かったライフラインとしての電気の大
切さ、重要さ。これからは使いやすいシステ
ムの構築から保守管理まで、人々を支える
ことのできる技術者になることが目標です。

電気のシステム構築
から保守管理まで
山中 脩平さん

ハイウェイ・トール・
システム株式会社に就職

電気電子工学科4年
アンテナ工学研究室

学ぶ楽しさ、友人の大切さを伝える教員に
栁沼 美由季さん

私立帝京安積高等学校教員に採用
物質化学工学科4年（現 生命応用化学科）　環境システム研究室

将来の夢
卒業生が描く

f u t u r e s    d r e a m sこれから、さまざまな夢に向かって羽ばたこうとしている卒業生の皆さん。どのような思いを 胸に抱き工学部に入学されたのでしょうか。
当時を思い出しながら、成長したこと、身についたこと、そして思い描く“将来の夢”について 語ってもらいました。皆さんの夢、きっと叶いますように私たちも願っています。

工学部に入ってプログラムやシステム開発などモノづ
くりについて学んできました。卒業研究で取り組んだ
のは、ネットワーク機器の省電力化を目指すグリーン
ＩＣＴの研究。そこではグループでの共同作業の大切
さも学びました。たくさんお世話になった先輩にも感
謝しています。人々の生活を支えるようなシステム開発
に携わり、第一線で活躍できる人になりたいです。

人々の生活を支えるシステム開発に携わりたい
成田 聡美さん

福島綜合警備保障株式会社に就職

情報工学科4年　情報ネットワーキング研究室

大学で何を学びたいか、将来どんな仕事に就きたいかを
考え、自分の得意かつ好きな化学の道を選びました。工学
部で専門知識や実験手法などが身についたほか、人との
関わり方を学びました。医薬品などを製造する化学メー
カーで研究や開発に携わる仕事に就くために、大学院へ
の進学を決意。今よりもっと発展的な研究で腕を磨き、希
望を叶えられるように頑張ります ！ 

化学メーカーで研究や開発に携わりたい
山坂 勇喜さん

日本大学大学院工学研究科に進学

物質化学工学科4年（現 生命応用化学科）
ナノバイオ研究室

工学部に入学するまでは、コンピュータの知識はほとんどなく
不安もありましたが、4年間で情報工学に関する基礎から応用
まで、幅広い知識を身につけることができました。中でも、授
業でiPhoneのライフログアプリを完成させた時の達成感は、
とても印象に残っています。将来は、画像処理システムのＲ＆
Ｄ(研究開発)を行う仕事に就きたいと考えています。

画像処理システムの
Ｒ＆Ｄを目指して
片桐 雅貴さん

日本大学大学院工学研究科に進学

情報工学科4年
知能画像システム研究室

父親の影響もあり、将来は自分も電気関係の仕事に
就きたいと思っていました。工学部に入学したのは、就
職実績を見た時、こ
こなら夢を実現でき
ると考えたからです。
実際にモノを使って
回路を組むことで、
より具体的にその仕
組みを知り、知識とし
て身につけられまし
た。これからは、自分
自身でしっかりと責
任を果たし、仕事の
できる社会人になり
たいと思っています。

責任を果たせる
社会人になること
佐藤 佳介さん

東日本旅客鉄道株式会社に就職

電気電子工学科4年
超音波工学研究室

世界中の人々を
笑顔にする車を
作りたい

「ロハス」という学問に魅力を感じたことが
入学の決め手でした。工学部で一番身に
ついたことは、“ものの見方・考え方”です。
他の技術者から頼りにされるようなプロ
ジェクトリーダーになるために、新聞や本
を読んで知識を広げたり、英語も勉強して
います。将来の夢はグローバルな技術者
になること。世界中の人々を笑顔にする車
を作りたいと思っています。

神田 俊さん

スズキ株式会社に就職

機械工学科4年
バイオメカニクス研究室

首都高速道路を支える立派な技術者に
中村 大志さん

首都高速道路株式会社に就職

土木工学科4年　コンクリート工学研究室

地元から遠く離れた福島県での大学生活でしたが、建
築に関する幅広い知識や外国語、資格などの教養を学
べただけでなく、東日本大震災の被災地で暮らすとい
う経験により、建築構造に対する考え方が大きく変わり
ました。これらの経験を糧に、将来は建築の構造設計と
いう分野を通じて、安心安全な社会づくりに尽力してい
きたいと考えています。

安心安全な社会づくりに尽力したい
今村 翔太さん

九州大学大学院人間環境学府に進学

建築学科4年
振動システム研究室

高校から建築を学んできましたが、設計事務所に就職が決まり、1級
建築士になることが現実的な目標になりました。資格取得を目指し、
さまざまな分野に精通した建築士になれるよう努力していきたいと
思います。また、ゼミで学んだ“高齢者にやさしい環境づくり”の心を
忘れずに、地域の活性化につながる建物づくりに携わっていくことが、これからの夢です。

“高齢者にやさしい
環境づくり”の心を忘れず
本多 来未さん

株式会社秦・伊藤設計に就職

建築学科4年
建築設計計画研究室

勉強はもちろん、サークル活動や研究室を通
して、人との接し方など社会に出てから大切な
礼儀を学ぶことができました。これまで学んで
きたことを活かし、技術者としても一人の人間
としても成長していきたい。入社する会社では
風車など自然エネルギーを利用した製品の開
発にも力を入れているので、私も地元福島の
ために貢献していけるようになりたいです。

技術者として人間
として成長すること
川井 公美子さん

ＮＴＮ株式会社に就職

機械工学科4年　創成学研究室

社会に出たら大事なのは人とのつながり。日本大学を
卒業することで多くの人とのつながりができ、大きな
財産になると思います。土木工学科で学んだ知識に新
たな知識を取り入れ、技術士やコンクリート診断士な
ど高速道路を管理する際に必要な資格を取りたい。首
都高速道路を支える立派な技術者になり、災害に強
く、長寿命化できる構造物を造って貢献したいです。

工学部での一番の思い出は測量実習です。高校で普
通科だった私にはとても新鮮で、仲間と協力して測量
し図面に書き上げた時の達成感は忘れられません。
公務員試験に合格できたのも対策講座が充実してい
たから。いろいろな人と出会い、思い出もたくさんで
き、幸せな日々を過ごしました。これからは、人々の幸
せを支えていけるような土木技術者になりたいです。

人々の幸せを支える土木技術者になりたい
福田 幸平さん

福島県庁に就職

土木工学科4年　土木史・景観工学研究室
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●卒業研究発表会
●工学部就職セミナー
●ヨーロッパ研修旅行

●開講式
●入学式
●新入生学外研修
●フレッシュマンセミナー

●教養講座
●父母懇談会

●教養講座
●東北地区
　大学体育大会
●体育祭

●前学期定期試験
●オープンキャンパス

●オープンキャンパス

●夏季休業
●日本大学
    体育大会

Events
 Years
2009

2009~2012 2012

2009~2012 2011~2012

さまざまなイベントや出来事があった４年間。
懐かしい写真とともにその軌跡を振り返りました。

of

4月
Apr

5月
May

6月
Jun

7月
Jul

8月
Aug

9月
Sep

10月
Oct

11月
Nov

12月
Dec

1月
Jan

2月
Feb

3月
Mar

●創立記念日
●北桜祭
●体育祭

●防火・防災訓練

●体育会歳末
    助け合い運動
●冬季休業

●後学期定期試験 ●卒業式

開講式

北桜祭

2009年4月3日(金)に行われた開講式。大学生になって初めての行事で
した。工学部大講堂に集まった新入生は、大学生になった喜びを噛み
しめながら、これからの大学生活に期待で胸を膨らませていました。 各学科や研究室対抗で行われるソフトボール大

会は、勉強より燃えてしまうイベントの一つ。体
育祭では工学部ソフトボール大会も開催され、
白熱した戦いが繰り広げられました。

2011年に発生した東日本大震災では、これまで
にないたくさんのことを経験しました。その一
つがボランティア。ビッグパレットふくしまに避難
した被災者のための間仕切設置ボランティアに
は、大勢の学生が参加しました。

毎年春休みに実施されているヨーロッパ研
修旅行は、海外の文化や工業技術に触れる
とともに、学科や学年を
越えて友好を深
める絶好の機会。
どの国も印象深く、
刺激を受けること
がいっぱいありま
した。

1年生を対象として行われるフ
レッシュマンセミナーでは、出
村克宣工学部長による自校教
育が行われました。日本大学や
工学部の歴史を知り、伝統ある
日本大学に入学したことを改め
て実感しました。

この年は、24時間テレビのスペ
シャルドラマにもなった「みゅ
うの足パパにあげる」の著者
で、工学部電気電子工学科卒
業生でもある小島康洋氏もお
招きしました。難病というピン
チを乗り越えた挑戦談に、学生
たちも勇気をもらいました。

高校生に各学科の教育や研
究、工学部の魅力を紹介する
オープンキャンパスでは、学
生たちが大活躍！いろいろ話
をしていくうちに、不安そう
だった高校生も笑顔になり、
楽しんでいるその姿を見て、
学生たちも喜んでいました。

思い出のイベントと言えば、なんと
いっても北桜祭！！模擬店で焼きそ
ばをつくったことや友人とゲームに
参加したことなど、毎年いろいろな
エピソードが思い出されます。各学
科やサークルの展示もそれぞれ特色
があり、楽しませてくれました。

今年度から始まった体育祭には、最後の思い出づくりにと多くの4年生チーム
が参加しました。一緒にプレーできる喜びを分かち合いながら、時には真剣
に、時には爆笑し、ともにいい汗を流して楽しい時間を過ごしました。

4年間の学習の集大成とも言うべき卒業研究発表会は、みん
なが味わう最大のイベント。苦しいことも辛いことも乗り越え
て、最後はやりきった達成感で満ちあふれていた学生たち。
“頑張ればできるんだ”という大きな自信につながりました。

数多くの企業の方と面談でき
る工学部就職セミナーは、将
来の進路を決定づける貴重な
イベント。企業の方の熱意に触
れ、自分もこの会社に入りた
い、こんな仕事をしたいという
夢が広がりました。

入学まもない4月6日(月)・7日(火)には、１泊2日の新入生学外研修に出発。各
学科に分かれて県内の観光地や施設を見学しました。この研修をきっかけ
にできた友人は“一生の友”になる、と言われるほど絆が深まります。

新入生学外研修

オープンキャンパス

工学部就職セミナー

ソフトボール大会

2010~2012 ヨーロッパ
研修旅行

卒業研究
発表会

教養講座

フレッシュマンセミナー

被災者のための
ボランティア活動

体育祭

4444
4年間

の思い
出
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グラウンド
野球・サッカー・陸上競技など、体育の授業やサークル活動、ソフトボール大会で利用したグラウンドには、工学部生の青春の汗がたっぷりしみこんでいます。

徳定川
大学の敷地内を流れる小さな川。土木

工学科の学生にとっては、水質実験の

実習や年２回胴長を着て清掃を行うな

ど、とても身近で愛すべき川なのです。

セブンイレブン
正門横と西門近く、そして49号線沿いにあるコンビニは、アパート・下宿生には無くてはならないマーケット。３６５日、昼夜問わずお世話になりました！

スカイレストラン

学食とは一味違った雰囲気を味わえるの

が、情報研究棟８階のスカイレストラン。遠

くに見える安達太良山や磐梯山の四季

折々の景色を楽しみながら、ちょっぴりリッ

チな気分でランチを堪能しました。

７０号館教室棟
ほとんどの授業が行われる70号館教室棟。学習支援センターやライブラリーなど、学びをサポートする設備の他、自主学習や休憩に使えるフリースペースも充実。階ごとに違うデザインの椅子があり、座り心地も楽しめました。360度ガラス張りの展望スペースも憩いの場でした。

4年間
の思い

出

グラウンド

情報研究棟
（8Fスカイレストラン）

次世代工学技術
研究センター

環境保全・
共生共同研究センター

正門

心静緑感広場

図書館

本館

体育館

70号館

ハットNE

神山商店
知る人ぞ知る、キャンパスに一番近い
商店。昔は下宿を営んでいたこともあ
り、40年も前から工学部生を傍で支
えてくれた、貴重なお店の一つです。

LACE       ERSON OF THE     EMORIES

お気に入りのスポット、お世話になった人。 それぞれの思い出とともに紹介します。

郡山駅前
ショッピングに行くなら郡山駅前。冬の風物詩“ビッグツリーページェント・フェスタ”は、綺麗でとてもロマンチックなイルミネーションでした。

安積永盛駅
電車通学の学生が利用した安積永盛駅。顔見知りになった駅員さんと毎朝挨拶を交わした日 も々、懐かしい思い出です。

体育館（大講堂）

サークル活動の場として、また芸能祭

のライブ、開講式にも利用される体

育館。今年度は体育祭の会場として

も、大いに盛り上がりました。

図書館
試験や課題提出前には、超人気スポット

になる図書館の自習スペース。専門図書

はもちろん、DVDも揃っていて、空き時間

を有意義に過ごせる場所でもありました。

正門
正門から本館にかけて咲き誇る桜並木

は、郡山市の桜の名所としても有名です。

鮮やかな桜色のアーチは、工学部の思い

出とともに印象深く心に刻まれています。 シミズストア
キャンパスに一番近いスーパー。安くて

新鮮な食材が揃うシミズストアは、一人

暮らしの工学部生の強い味方。おかげ

で料理のレパートリーも増えました！

ハットＮＥ
数々の思い出スポットがあるハットＮＥ。中でも

安くて美味しくてボリューム満点の学食は、断ト

ツ1位の人気です。友だちと勉強したり談笑した

カフェテリアにも思い出がいっぱい ！ 昨年4月

にオープンしたばかりのYショップも、工学部生

御用達コンビニとして大活躍しました。

スキー場

猪苗代をはじめ、裏磐梯猫魔、あだたら

高原、グランディ羽鳥湖などスキー場が

近くて充実しているのも郡山の魅力。仲

間と一緒なら寒さも吹っ飛びます！

下宿の大
家さん

下宿の大家さんには、本当の親のようにいろいろ面倒

をみていただき大変お世話になりました ！ 毎日の美味

しく温かい食事のおかげで風邪もひかず元気に過ごせ

たという、ここ熊倉荘の下宿生たち。大家さんに感謝の

気持ちを込めて、シンビジュームの鉢植えを贈りました。

研究室と先輩

たくさん思い出が詰まった研究室。自分の研究はも

ちろん、先生や先輩、仲間とともに過ごしたひととき

はかけがえのない宝物です。特にお世話になったの

が院生の先輩方。時には優しく、時には厳しく、たま

に笑わせてくれる先輩の温かい心に感謝しています！

女子の会
工学部では少数派の女子学生ですが、その

結束力はパワフル。土木女子の会、機械女

子の会など学年の垣根を越えて先輩後輩の

仲も良く、心の拠り所になりました。
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　私たちは橋梁構造物に関する２つの研究を進めています。１つはＯＭＡ解析(実稼働
振動モード解析)を使った研究です。OMA解析は、実際に人の歩行や車の走行による
振動を計測して固有の振動特性を解析する方法です。これを使って、2011年7月に新
潟・福島地方を襲った大豪雨の影響により被災を受けた橋の振動特性が、どのように
変化しているかを調べています。もう１つの研究は地震応答解析です。東日本大震災で
損傷を受けて撤去されたいわき市の水管橋の損傷状況と、コンピュータで3次元モデ
ル化した橋に実際の地震波を掛けてシミュレーションしたものを比較し、損傷箇所が
一致するかどうかを解析しています。地震波の外力による橋梁の振動特性を把握し、
今後起こり得る大地震の耐震対策につなげることが目的です。

　他の研究室より自由で居心地が良いのが一番の
自慢です。拘束されない分、全て自己責任ですが、自
分たちで計画し研究を進めていく中で、実行力・計
画性・考察力も養われます。実験は大掛かりなので
互いに協力し助け合っています。だから、仲間との絆
も強いと思います。五郎丸先生も頑張る人を応援
し、アドバイスしてくれます。焼き肉パーティーや鍋
パーティーなど親睦会も盛ん。研究と遊びのメリハ
リがあり「やる時はやる ！ 」研究室なのです。

　夕方5時半になると、
先生と一緒に筋トレす
るのが日課です。一日中
研究ばかりだと、体が
なまってしまうというこ
とで始めた筋トレ。健康
にも脳にも効果抜群で
す ！ 

道と道をつなぐ安全な橋を造るために

橋工学研究室

クローズアップ研究室
土木工学科

Close-up

研究の
魅力はココ!!

人と同じようにそれぞれ個性があり、見ているだ
けで面白い“橋”。土木工学の中でも橋梁のOMA
解析を研究している大学は少なく、世界でも類ま
れな分野に携われることに興味をひかれます。
また、老朽化したトンネルや橋の維持管理は
土木が抱える課題。私たちの研究で今後
のインフラ整備が変わる可能性も
あり、やりがいがあります。

研究も遊びも一緒に楽しめる
仲間と先生がいる

研究室自慢
TOPICS

五郎丸 英博先生
からのメッセージ

　岐路に立った時、楽な方
ではなく、困難な道を選ぶく
らいのチャレンジ精神を持
ち、自分を信じて立ち向かっ
ていってください。

Message
　 for yo

u

自由で居心地のよい研究室 現地で行う橋の振動測定 特殊ＣＡＤを使って橋を再現

それぞれの研究について発表

橋に設置した計測器

夏の親睦会は焼き肉パーティ ！ 

　設計、設備、構造、材料、建築技術、都市計画など幅広い分野を扱う建築学。その中
で私たちの研究室では、人間工学をベースに、ヒトの行為・行動特性や生理・心理的
要因を探り、より快適で安全な建築・インテリアの創造に活かす研究を行っています。
動きにくい、狭いなどの感覚的なものを可能な限り科学的に計測し、ヒトが使う建築物
や家具などのデザインに展開していくことも研究テーマの一つ。また、色彩、香り、触覚
などの感覚尺度を具体的な建物空間やインテリアにあてはめ、統計手法や感能検査
を駆使したデータ解析もしています。このほか、建築・インテリア空間の性能評価と設計
方法、建築・インテリアの資格と職能に関する研究、人間環境系からみた生活デザイン
の工夫改善など研究テーマは無尽蔵。ヒトの身近な暮しに役に立つ建築、インテリ
アを幅広く、実践的に学べる研究室です。

　研究室に所属する非常勤講師で国際的に活躍し
ている建築家や実務家から直接アドバイスを受ける
ことができるのは、この研究室ならではの魅力。産学
連携プロジェクトへの積極的な取り組みや、フィール
ドワーク、インターンシップの機会も豊富です。１・2
級建築士やインテリアコーディネーターの有資格者
が在室して、将来役立つ資格取得へのアドバイス、充
実したサポートも自慢できること。でも、一番の自慢
は、先生と学生の距離が近いことだと思っています。

建築・インテリアデザインの人間工学的研究 研究の
魅力はココ!!

人間工学からアプローチすることで、今まで知
らなかったヒトの特性やユニークな個性を発見
できるのが面白いところです。感覚尺度は個人
差もあり、ハードとソフトにいかに組み合わせ
て計測するかに研究の醍醐味がありま
す。学んだことを活かして建築空間・インテ
リア分野のデザイナーへの道も拓

けることが魅力です。

将来に役立つ実学が身につく

研究室自慢

若井 正一先生
からのメッセージ

　自分が面白いと思うテー
マを見つけ、自分で考えるこ
とが大切です。社会に出て
からも夢を持ち続け、自主
創造の力で新しい時代を切
り拓いてください。

Message
　 for yo

u

インテリアもお洒落な研究室 留学生、ママさん院生と多彩なメンバー

独創性豊かなデザインを目指して

世界の名作イスを体感 ！ 

笑い声の絶えない研究室

ドラえもんのロボットを操る愉快な先生

徹夜で取り組む模型作り

人間環境デザイン研究室

クローズアップ研究室
建築学科

Close-up

筋トレで脳トレ！ 
　大学院生8名、卒
研生14名、ゼミ生
13名の計35名が
所属する今年の研
究室。中国からの女
子留学生やママさ
ん大学院生もいて、
国際交流や世代間
交流が盛んです。

留学生やママさん大学院生もいる！
TOPICS
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　“健康で持続可能なさまざまな生活様式”を表す用語として知られているロハス。私
たちの研究室“サステナブルシステムデザインラボラトリー(通称ＳＳラボ)”では、“持続
可能なさまざまな機械システム”を設計するための研究を進めています。総括すると
ROSES(薔薇)。ROはロボット。移動用ロボットを用いた生活支援システムや除染ロ
ボットシステムの研究です。Sはセンシング。猪苗代湖の水環境センシングロボットシス
テムの研究です。Eはエネルギ。位置エネルギを利用した蓄エネルギシステム及び再生
可能エネルギ駆動型住環境の監視制御システムの研究です。最後のSはシミュレー
ション。現在はデジタルヒューマンによる大規模災害避難シミュレーションを研究して
います。ロボットやシミュレーションの研究は学会での評価も高く、更なる展開も期待
されています。

　機械工学科の中で、唯一ロボット製作に携わるこ
とができる研究室。プログラミングの知識が全くな
くても、先生や先輩が基礎から指導してくれるので、
ロボットを自在に動かせるようになります。国や県の
大型プロジェクトや学会への参加、地域環境保護の
ボランティアなどさまざまな経験を積むことができ
るのも自慢したいところです。当然苦しいこともあり
ますが、ユニークな先生方、頼れる先輩や仲間とと
もに、みんなで逞しく成長する環境が整っています。

　幼稚園から小学6年生までの子どもたちが力走する「まち
なか子ども夢駅伝競走大会」に、本研究室で開発したシステム
が導入されました。順位
計測から賞状への筆耕
などの一連作業をシステ
ム化したもので、大幅な
時間短縮により大会運
営に貢献することができ
ました。

持続可能な機械システムの開発に挑戦する

サステナブルシステムデザイン研究室

クローズアップ研究室
機械工学科

Close-up

研究の
魅力はココ!!

機械工学の世界は無限大。メカの設計はもち
ろん、加工・組み立てから電気電子回路の製作、
そしてコンピュータシミュレーションなど、シス
テムに関するあらゆることが経験できます。ロ
ボットを動かしたり、湖でのアウトドア実験
もあり、楽しみながら幅広い知識と技術
を身につけることができ、とても面

白く魅力的な研究です。

ロボット製作はもちろん、
さまざまな経験ができる

研究室自慢

柿崎 隆夫先生
からのメッセージ

　卒研生諸君はこの1年は
大変であったでしょう。でも
ラボに来てみんな倍以上は
成長しました。本当に素晴
らしい！これからの大活躍
を期待しています。

Message
　 for yo

u

除染ロボット開発中 ！
みんなで浴衣で踊った采女祭

災害時避難シミュレーション
の研究

ロハス環境エミュレータ
システムの実験

リフティングマスパワー
ストレージの研究

センサで動く支援ロボットの製作

スマホを使った猪苗代湖の
水質調査

４大学合同ゼミ合宿で会津に出陣

　幅広い分野で応用されている電気電子工学の中で、私たちの研究室では最先端医
療に役立つ新しい技術や装置の開発に取り組んでいます。よりやさしく患者に負担の
少ない低侵襲外科手術を可能にすることが目的です。超音波メスの研究開発では、メ
スの細径化及び高機能化を目指し、圧電セラミックスの振動特性の解明や新たな計
算方法を用いた金属製先端材料の音速計測を行っています。胎児外科用手術器具の
研究では、胎児の細胞の動きに対応できるように、注射針の刺入性を高める補助器具
の開発や、再生医療に期待されている幹細胞を注入する装置の開発を進めています。
その他、独自に考えた高精度単一光ファイバー内視鏡の開発にも力を入れています。
また、日本大学工学部ふるさと創生支援センター及び郡山市震災後子どものケアプロ
ジェクトにも参画し、震災後の復興にも貢献しています。

　なんといっても、居心地の良さはNo.1。村山先生
には不思議な包容力があり、いろいろな話もできる
し、安心して寛げます。だから私たちにとって研究室
はマイホームのようなもの。時には蕎麦打ち教室やタ
コ焼き教室が催されるなど、楽しいイベントも満載で
す。また、新しいラボというのも魅力の一つ。研究もゼ
ロからの出発なので、試行錯誤しながらですが、目標
に向かって実現するためにはどうしたらよいか、自分
たちで考える面白さを味わえます。

最先端医療に役立つ装置の開発を目指す 研究の
魅力はココ!!

最大の魅力は、今はまだ世の中にはないものを
自分たちの技術で産み出すチャンスがあること
です。電気・電子回路などの工学技術だけでな
く、生体をはじめ幅広い知識が身につくのも、こ
の研究ならではの魅力。人の命や健康に役
立つものをつくれるから、やりがいや喜
びを感じることができ、研究への

意欲も高まります。

研究室は安心して寛げる
マイホーム！

研究室自慢

村山 嘉延先生
からのメッセージ

　１年間の成長をとても頼
もしく、嬉しく見ていました。
今の気持ちと村山研究室
のメンバーであることを一
生忘れないでくださいね。
皆がそれぞれ幸多き人生を
歩めますように。
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懇親会はいつも大盛り上がり 頻繁に卒業生が遊びにきてくれます

すべて手作りで製作します

実験中は声をかけないで ！

企業の技術者を招いて講習会

タコ焼き教室

電子回路、正しく動作するかな？

生体生理工学研究室

クローズアップ研究室
電気電子工学科

Close-up

子ども駅伝向けシステム開発で貢献！
　医療機器・多機能超音波凝固
切開装置の開発に向けた圧電超
音波振動測定・制御システムが、
グラフィカルシステム開発コンテ
スト2012で最優秀賞を受賞し
ました。ナショナルインスツルメン
ツ米国本社主催の“Graphical 
System Design Award”に日
本代表作品として出品されます。

日本代表作品として世界に発信！
TOPICS TOPICS
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　現代社会では、オゾン層の破壊、酸性雨、地球温暖化などに代表される地球環境問
題やダイオキシンをはじめとする環境汚染物質、さらには、製造される化学物質のリス
クアセスメント等への関心がますます高まっています。私たちは、物質を「はかる」ことを
基本にして、環境に配慮した化学計測法の確立を目的に研究しています。その応用とし
て、超感度分析法の開発、資源、エネルギー、リサイクル、放射能汚染対策などへの発
展を目指しています。キーワードは「環境分析化学」「資源環境化学」「リサイクル化
学」。４つのグループに分かれて、ごく微量の金属を吸着する機能性材料の研究、土壌
と植物における放射線の経時変化の研究、メタン菌発酵を利用したエネルギー開発の
研究、キャンパス内における放射性物質除染の研究などに取り組んでいます。

　実験設備が充実していることが自慢の一つ。誘導
結合プラズマ質量分析装置(ICP-MS)など、環境保
全・共生共同研究センターにある最先端の分析機
器を利用して精度の高い実験ができるから、研究が
ますます面白くなります。また、いつも笑顔で接してく
ださる平山先生も、私たちにとっては魅力です。研究
はグループごとで話し合って進め、進捗状況を先生
に報告してアドバイスを受けています。だから、自分
たちの研究にトコトンのめり込めるというわけです。

　本研究室では、株式会社EMCOM
ホールディングスとの共同研究に
よって、放射能汚染土壌の細分化級
化による高速除染及び高放射能粘
土質の迅速処理システムを開発しま
した。報道関係者を招いた記者会見
でインタビューを受けた平山先生が
テレビのニュース番組に登場！まさに
話題をさらった平山先生でした。

化学を応用して環境問題に取り組む

環境分析化学研究室

クローズアップ研究室
物質化学工学科（現 生命応用化学科）

Close-up

研究の
魅力はココ!!

私たちの研究の特徴は、化学を応用して環境
問題にアプローチできることです。また、放射能
汚染から福島を救うための除染の研究や猪苗
代湖の水質を守るための研究、脱原発を目指
し自然エネルギーを利用した発電の研究な
ど、地域に貢献する研究ができ、魅力を
感じるとともに、やりがいのある研

究だと思っています。

充実した実験設備で高度な
研究ができる

研究室自慢

平山 和雄先生
からのメッセージ
　大震災や原発事故など
の大変なこの2年間でした
が、充実した研究ができた
ことと思います。日に日に新
たに豊かな人生を送ってく
ださい。
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ICP-MSを使って金属質量を分析

最新分析機器を使った研究ができる

サーベイメーターで表面の放射線を測定

　私たちの研究室は、ネットワークを使ったさまざまなサービスについて研究を行っ
ています。主なテーマは４つ。情報流通基盤の研究では、ネットワークの中にあるユー
ザデータのプライバシーを保護し、アイデンティティを管理しながら、ネットワーク
サービスの向上を目指しています。ユーザコンテキスト応用の研究では、献立推薦シ
ステムの開発に挑戦。具体的なサービスの提供ができるように、システムの実装を進
めています。また、自然言語処理ツールを用いて、ユーザ特性を抽出するデータマイニ
ングシステムの研究も行っています。クラウドコンピューティングの技術を使ったサー
ビスの制御法の開発は、2011年度よりＮＴＴ研究所の委託を受けて進めている研究
課題です。これから必要となる最新の技術であり、さまざまな応用に発展させていくこ
とも期待できます。

　一人に一台Ｍａｃのパソコンが設置され、高性能な
機器やソフト、ネットワーク設備が整っていることが自
慢です。高度な研究にも挑戦できるとともに、自分の
やりたい研究に没頭できます。また、教育熱心な西園
先生の指導のおかげで、専門知識はもちろんのこと、
研究に対する取り組み方や人としての生き方が勉強
できるのも、この研究室だからこそ。それぞれ研究テー
マは違っても、互いに協力したりアドバイスし合いな
がら、技術も人間性も高められる研究室なのです。

新たな価値を実現するネットワークサービス 研究の
魅力はココ!!

プログラミング、ルータの設定、通信、ネット
ワーク管理まで、幅広い技術とともに、情報で活
用する数学的処理が身につくことが魅力です。
ネットワークサービスでどんなシステムが必要
かを理解することで、新しいシステムを開発
する可能性も広がります。従来より優れ
た手法を開発できた時は、研究の

面白さを実感します。

技術も人間性も高められる
研究室

研究室自慢

西園 敏弘先生
からのメッセージ
　社会に出てからは、大学
で得た知識だけでは通用し
ませんが、卒業研究を通し
て得た学び方は大いに役立
つはずです。自信を持って飛
躍してください。
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ネットワークサービス研究室

クローズアップ研究室
情報工学科

Close-up

平山先生がテレビのＮＥＷＳに！
　9月に1泊2日で、
各自の研究テーマ
企画を発表するゼ
ミ旅行を行いまし
た。大内宿など会津
観光も堪能でき、仲
間との交流も深ま
り、楽しい思い出と
なりました。

楽しかったゼミ旅行の思い出

メタン発酵装置による再生可能エネルギー開発 お花見などのイベントもいっぱい ！ 女子が多いのも研究室の特色 先輩が優しくアドバイス ！ ゼミ旅行で研究テーマ企画を発表

プログラムが完成 ！！

献立推薦サービスの研究

ネットワーク班のグループミーティング

TOPICS TOPICS
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　気象条件によって出力が変動しやすい
太陽光や風力発電の問題解決のために、
系統連系インバータの制御方法について
研究を行いました。系統連系システムは、
発電機で得られた電力を電力系統に並列
可能な商用電源に変換するためのシステ
ムです。MATLAB/Simulinkという数値計算方法を使って独自にプ
ログラムを開発し、さまざまな制御方法を試みました。コンピュータ
でのシミュレーションだけでなく実機での検証も行った結果、設計

したPID制御は既存のPI制御と
比較して変動を抑えられ、かつ瞬
時に目標値に追従させることが
できました。PID制御なら電圧の
変動に対しても素早く対応でき
るものと考えられ、新たな制御法
としての導入も期待できます。

　新潟県中越地震で大規模な停電
を体験した時、電気の大切さを実感
するとともに、電力会社の方々が懸
命に仕事をしている姿を見て、「自分
も人々の生活を支える“要”になりた
い」と思いました。高等専門学校から
日本大学工学部の３年に編入したのも、電力関連の知識を身につけ
たいと思ったからです。さらに、電力会社への就職を有利にするため
に大学院へ進学し、系統インバータについての専門知識を深めよう

と考えました。研究のプロセスは院生が主体と
なって進めていくので大変なこともありますが、
いろいろな面で鍛えられました。「実力がつけば、
それが自信になる」という指導教員の先生の言
葉通り、希望の就職を叶える力になりました。こ
れからは、人々の生活に近い送配電の現場で、
“要”となって活躍することを目指します。

再生可能エネルギー導入のための
系統連系インバータ安定制御の研究

電力関連の仕事に就くことを目指して
大学院へ

生体内のDNA情報を識別する
蛍光発光プローブの開発

研究を通して、人間的にも成長した
大学院での学び

　疾病のリスクや、どのような薬が効き
やすいのかは、人によって異なります。
それらには、生体内の遺伝情報が大き
く関係しており、遺伝情報を調べること
で、有用な対処法を見出すことができ
ると考えられています。私たちの研究の
目的は、遺伝子診断のための新しい蛍光発光プローブを開発するこ
とです。遺伝情報そのものであるDNA配列を簡単に解析するために
有機合成の手法を用いて、新しい蛍光色素を作成し、環境の変化で
蛍光発光が大きく変化する環境感応型蛍光ヌクレオシドを開発しま
した。さらに得られた蛍光性ヌクレオチドをＤＮＡの中に組み込み、ど

のような発光を示すのか、蛍光分光
器などを用いてさまざまな検討を行
いました。このような遺伝子診断プ
ローブの開発は、個人医療を実現さ
せる大きな力になると考えられます。

　大学院まで進んだのは、単純に化学が好
きで、最先端の研究を行ってみたいと思った
からでした。しかし、研究は楽なことばかりで
はありません。何度も失敗しながら地道に
実験を繰り返し、ようやく結果が出た時に
“やってきてよかった”と思えるのです。日々研
究を重ねていく中で新しい課題や目標が生まれ、それを一つひとつク
リアしてきた２年間。学部生の頃を振り返ると、格段に成長したと思
います。化学の専門知識だけではなく、学会発表を通してプレゼン

テーション力も身につきました。また、学部生
に教える立場になって、コミュニケーション力
や指導力が養われたことも大学院での収穫で
す。化学の知識を活かせる有機化学の事業も
展開する会社に就職が決まりました。これま
での経験を活かし、即戦力として世の中に役
立つものをつくっていきたいと思っています。

奨学金制度

大学院に関するお問い合わせ先

支援制度

入学者納入金一覧（平成25年度例）

大学院進学のご案内
平成26年度募集について

〒963-8642 福島県郡山市田村町徳定字中河原1 日本大学工学部 教務課  ＴＥＬ．024-956-8623　ＦＡＸ．024-956-8888　Ｅ-ｍａｉｌ：gsnyushi@ao.ce.nihon-u.ac.jp

◎学部内・研究科内選考／工学部・工学研究科からの進学希望者が対象で、試験内容は書類審査及び口述試問です。

大学院は2年間の博士前期課程と3年間の博士後期課程に
分かれており、学部からは博士前期課程に進学できます。

◎一般選考／博士前期課程は、大学を卒業または卒業見込の者が対象で、試験内容は筆記試験(専門科目、英語)及び口述試問です。
　　　　　　博士後期課程は、前期課程を修了または修了見込みの者が対象で、試験内容は筆記試験(英語)及び口述試問です。
◎社会人特別選抜／平成26年4月1日現在で、最終学歴を卒業（修了）後2年以上の者が対象で、試験内容は口述試問です。

・ 平成26年3月までに日本大学工学部卒業見込者で学業成績優秀な者
・ 取得単位数が108単位以上であること

平成23年度
修了生の就職実績

平成24年
4月末現在（　　　　　）

前田道路（株）、鹿島建設（株）、（株）
大林組、東京鐵鋼（株）、（株）大塚商
会、富士重工業（株）、スズキ（株）、
日本工機（株）、東日本旅客鉄道

（株）、（株）関電工、東北電力（株）、
日本製紙（株）、パイオニア（株）、日
本軽金属（株）、サンデン（株）、東北
ニプロ製薬（株）、日本電気（株）、ア
ンリツ（株）、（株）インターネットイニ
シアティブ、富士通（株）、栃木県宇
都宮市役所、福島県庁　（順不同）

願書受付開始
6月27日（木）

願書受付期限
7月4日（木）

試験日
7月13日（土）

合格発表日
8月2日（金）学部内選考・研究科内選考

願書受付開始
9月12日（木）

願書受付期限
9月19日（木）

試験日
9月28日（土）

合格発表日
10月18日（金）

（第1期）一般選考・
社会人特別選抜

願書受付開始
2月6日（木）

願書受付期限
2月13日（木）

試験日
2月22日（土）

合格発表日
3月12日（水）

（第2期）一般選考・
社会人特別選抜

■ 特に優れた業績による返還免除制度(日本学生支援機構第一種奨学金)
独立行政法人日本学生支援機構が行っているもので、大学院において第一種奨学金の貸与
を受けた学生が、在学中に特に優れた業績を挙げ認定された場合に、奨学金の全部または
一部の返還が免除される制度です。学業成績、学問分野での顕著な研究成果や表彰・発明
が評価の対象となります。毎年、10名程度の修了生が認定されています。

奨学金は、学業成績・人物ともに優秀かつ健康であって、将来、学術研究者また
は上級技術者となる者の養成のため、学費を貸与あるいは給付するものです。

奨学金に関するお問い合わせは、学生課 ＴＥＬ．024-956-8633まで

日本大学工学部第1種奨学金
日本大学古田奨学金
日本大学ロバート・Ｆ・ケネディ奨学金
日本学生支援機構 第一種奨学金 博士前期（無利子）
日本学生支援機構 第一種奨学金 博士後期（無利子）

日本学生支援機構 第二種奨学金（有利子）

奨 学 金 名 称 金　額

本研究科に進学希望の工学部4年次生が、在学中に大学院の授業科目を履修することができ、試験に合格して修得した単位は、原則とし
て、本研究科に入学した後の申請により「入学前既修得単位」として認定され、修了単位数にも算入できます。

工学研究科科目等履修生(日本大学工学部4年次生対象)について ※募集詳細はポータルサイトをご覧ください。

年額60万円給付

年額20万円給付

年額20万円給付

月額5/8.8万円から選択 貸与

月額8/12.2万円から選択 貸与
月額5/8/10/13/15万円

から選択 貸与

※本学を卒業した者、または本大学院を修了した者は初年次納入の入学金20万円が免除されます。
※上記学費のほかに、日本大学校友会費（準会員）1万円を毎年次徴収します。

(単位：円)
初 年 次 2 年 次 3 年 次

博士前期課程
（学内者）1,080,000
（学外者）1,280,000
（学内者）1,010,000
（学外者）1,210,000

博士後期課程

1,080,000

1,010,000 1,010,000

工学部の実習授業の指導補助業務等にあたり、博士前期課程のＴＡは業務の時間数に応じて一
定の金額が、博士後期課程のＴＡは月額5万円（年額60万円）が支給されます。

■ 工学部ティーチング・アシスタント（ＴＡ）

学協会等にて学生自身が研究発表を行う場合、学協会等の開催地までの往復交通費(郡山を起
点とし、公共の交通機関を利用)に対して、年度内1回、2万円を上限に交通費を補助します。

■ 大学院生の学協会での発表に伴う交通費の補助

「日本大学大学院海外派遣奨学生規程」に基づき、心身ともに健全で学業成績優秀な学生を、学
術の研究・国際交流のために海外へ派遣しています。海外派遣期間は1年間で、奨学金180万円

（年度により若干異なる）を上限として給付します。

■ 大学院海外派遣奨学生
学部内選考の出願資格

主な就職先

就職率

94.4％

電気電子工学専攻2年
制御工学研究室

桑原 祥太 さん

東北電力株式会社
就職

物質化学工学専攻２年
ナノバイオ研究室

岡田 雄慈 さん

日本軽金属株式会社
就職

大学院の魅力に迫る
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世界でも有数の高度な金具技術を誇る株式会社ハーフェ
レジャパンが主催する「第4回ハーフェレ学生デザインコン
ペティション」において、建築学科4年の阿部慎也さん（写真
右）と佐藤雄太さん（写真左）の作品が、全体の2位にあたる
優秀賞を受賞しました。課題は「1個人または1家族が使用
する避難シェルターをデザインする」。浦部智義研究室で
行った仮設住宅のプロジェクトにも参加した二人は、自分た
ちが経験したことや住民の方の話を聞き、住宅にもなり仮
設住宅にもなり得るコンテナのシェルターを提案しました。
コンテナは国際規格で大量に手に入るというメリットがあ
り、海上輸送もでき、リサイクルや別の用途に使うことも可
能です。世界の政府や国連はこの提案を真剣に考慮しても
よいのではという
審査員の声もあり、
高い評価を受けま
した。

第4回ハーフェレ学生デザイン
コンペティション優秀賞受賞

日本経済新聞社が主催する「社会人基礎力育成グランプリ
2013北海道・東北地区予選大会」において、土木工学科1
年生チームが優秀賞を受賞しました。この大会は、“考える
力”“前に踏み出す力”“チームで働く力”“大学の専門知識と
一般教養”が求められ、4つを総合して最も成長できたチー
ムはどこかを競うものです。土木工学科1年の島野孝則さん 

（写真右から2番目）、清野貴大さん（写真右）、淺野和香奈さ
ん（写真左から2番目）は、課外講座「次世代ロハス工学講
座」（指導教員：岩城一郎教授）を受講する中で、福島県平
田村での道路づくり事業に参加。今回、優秀賞に輝いた「道
を身近（ミチか）に」は、これまでの成果を「インフラの現状
⇒取り組み⇒課題⇒将来像」にまとめて発表したものです。
3月4日（月）には、日経ホール（東京・大手町）で決勝大会が
開催され、見事、準
大賞に輝きました。

社会人基礎力育成グランプリ2013
決勝大会で準大賞受賞

★詳しくは、工学部ホーム
ページ工学部広報PLUSを
ご覧ください。

★詳しくは、工学部ホーム
ページ工学部広報PLUSを
ご覧ください。

公益社団法人土木学会景観・デザイン委員会等が主催す
る「景観開花。９」のコンペが行われ、建築学科浦部智義研
究室のメンバー5人で提案した作品「壁と生きる通り～3つ
の壁による防潮堤との付き合い方～」が、佳作と特別協賛
企業賞を受賞しました。今年のテーマは「未来へつなぐ防
潮堤デザイン」。本グループは、図面・模型審査をクリアし入
賞5作品に選ばれ、プレゼンテーションによる公開最終審
査会に臨みました。東日本大震災で多くの人が津波の被害
に遭い、海が遠い存在となってしまった宮城県気仙沼市を
対象地に選び、最高15ｍの高さの防潮堤を「まち」と「海」
の間に湾を取り囲むように配置。防潮堤が町の一部として
日常的に利用されること
で、街からも海からもつ
ながる「壁と生きる通り」
を提案しました。最優秀
賞は逃したものの、模型
の完成度に関しては高
い評価を受けました。

「景観開花。９」で
佳作と特別協賛企業賞のダブル受賞

公益社団法人土木学会の平成24年度全国大会第67回年
次学術講演会において、土木工学専攻博士前期課程2年の
前島拓さんが優秀講演者賞を受賞しました。受賞した講演
の内容は「水張り環境における膨張材併用軽量ＲＣ床版
の疲労耐久性評価」。膨張材併用軽量ＲＣ床版というの
は、コンクリート工学研究室と首都高速道路株式会社らが
共同開発した新しいＲＣ床版で、膨張材を入れたコンク
リートと軽量骨材を併用することで、強度を補いコスト削減
になる画期的な材料です。今回、実際に膨張材併用軽量Ｒ
Ｃ床版を使って疲労耐久性を調べた実験結果について発
表しました。通常のＲＣ床版
よりも疲労耐久性は高いと
いうことがわかりました。時
間のかかる大規模な実験で
より精度の高い検証結果を
得られたことが高く評価され
ました。

新しいＲＣ床版の成果を発表
土木学会で優秀講演者賞受賞

★詳しくは、工学部ホームページ
工学部広報PLUSをご覧ください。

★詳しくは、工学部ホームページ
工学部広報PLUSをご覧ください。

12月22日（土）に日本大学工学部で開催された第3回福島
地区ＣＥセミナーにおいて、物質化学工学専攻博士前期課
程1年の遠藤康裕さんが口頭発表優秀賞を受賞しました。
ＣＥセミナーは、福島県内において化学工学関連の研究を
している大学や高専の学生と若手企業研究者による発表
会であり、本年は茨城県や山形県の大学から参加者もいる
中での受賞でした。遠藤さんの講演題目は、「グライム-リチ
ウム塩溶液密度・粘度の濃度・温度依存性解明」で、独立行
政法人産業技術総合研究所（産総研）との共同研究です。
電気化学デバイスやガス吸
収液用途などで近年注目さ
れているイオン液体と類似
の挙動を示すグライム-リチ
ウム塩溶液の物理化学特性
を明らかにしたことで、二酸
化炭素吸収液へ転用できる
可能性が見出され、更なる研
究の発展が期待されます。

第3回福島地区CEセミナーで
口頭発表優秀賞受賞

海外で活躍する技術者にとって必要不可欠な技能資格で
あるＰＥ（プロフェッショナル・エンジニア）の第1次試験に
あたるＦＥ（ファンダメンタルズ・オブ・エンジニアリング）試
験が10月28日（日）に行われ、機械工学科4年の川名領さ
ん（写真左）と物質化学工学科4年の渡部孝祐さん（写真
右）が見事合格。川名さんはグローバルなエンジニアを目
指し、国際工学（ＰＥ/ＦＥ）同好会でＦＥ試験の勉強を積
み重ね、渡部さんは4年から国際工学関連科目を履修し、対
策講座で力をつけ、ＦＥを取得することができました。

国際的技能資格ＦＥ試験
2名合格

★詳しくは、工学部ホームページ
生命応用化学科トピックスを
ご覧ください。

★詳しくは、工学部ホームページ工学部広報PLUSをご覧ください。

★詳しくは、工学部ホームページ工学部広報PLUSをご覧ください。

自由な発想を競うコンテスト「もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ
2012」（主催：熊本大学工学部革新ものづくり教育セン
ター）において、機械工学科1年の高倉鋭さん（写真左）、高
森隆雄さん（写真中央）、高橋祐平さん（写真右）の作品

「くまモンの家」が入賞を果たしました。テーマは、熊本県の
ご当地キャラクター「くまモン」に贈る、大学生ならではのア
イデアと技術を形にしたプレゼント。工学部の特色ある技
術を盛り込むことをコンセプトに、「ロハスの家」の水循環シ
ステムを装備した「くまモンの家」を製作。計画から設計・コ
スト計算・発注・製作まで、全て自分たちで実行した経験は、
受賞とともに大きな財産となりました。

「もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２０１２」で
入賞受賞

陸上競技部が郡山市市民活動推進顕彰事業「まちづくり
ハーモニー賞」を受賞しました。これは、創造性豊かな地域
づくりや、まちづくりに先導的な役割を果たした団体や市
民を顕彰するもので、平成17年から行っている全盲走者の
伴走支援や、一昨年からニチダイ・サステナブル・プラット
フォームの認定を受けて、幼稚園の運動会開催支援を行っ
ている活動が評価され表彰されました。

陸上競技部が
郡山市まちづくりハーモニー賞を受賞

★詳しくは、工学部ホームページ震災への取り組み「ニチダイ・サステナブル・
プラットフォーム」をご覧ください。

学生の　躍 さまざまな活動を通して、自らを磨き    可能性を広げる学生たちの活躍をクローズアップします。
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位相シフト法という技術を応用して

　この血圧計の原理は、皮膚に接触する発光ダイオード（LED）から
近赤外線を毎秒20万回前後照射し、その反射光の波形から血流量
の変化を検出するというものです。既に特許を取得している「位相シ
フト法」と呼ぶ技術を使ったもので、独自の換算方法に当てはめて血
圧値を出します。従来の加圧式は圧迫帯内の圧を測って血圧値を算
出しますが、この血圧計では血流を圧迫する必要はありません。家庭
での利用や運動時の測定、重傷者への救急医療、高齢者医療、乳幼
児や妊婦など周産期医療への活用も可能です。また、血糖測定への
応用も進められており、採血が不要で患者への負担が大幅に軽減さ
れることから、早期開発が望まれています。

　実は、尾股教授がこのアイデアを発案したのは15年ほど前のこと。
企業との共同開発を試みましたが、なかなか理解されず、結局自分
で製作することにしたのです。2005年に研究成果を学会で発表した
時も、“できるわけがない”というのが大半の見方でした。それでも尾
股教授は諦めることなく独自に開発を進め、ようやく製品化できると
ころまで辿りつきました。自らの手で、不可能を可能にしてみせたの
です。「今ある最先端の科学や技術を追従するのではなく、自分のこ
の手で生み出せば、それが最先端になる」と語る尾股教授。昨年の9

月に発表するとすぐさま
反響が表れ、日経産業新
聞など各新聞社がこぞっ
て記事を掲載。その追い
風に乗り、新型血圧計と
ともに尾股教授は、世界
の舞台へと旅立ちました。

ドイツ国際医療機器展示会で大注目
　昨年、11月14日から17日にか
けてドイツで開かれた国際医療
機器展示会(MEDICA)に出展され
た血圧計は、世界中の注目の的
になりました。会期中には、血圧
計で高いシェアを持つ大手健康
機器メーカーが連日展示ブース
を訪れていたというほど、業界も驚愕するほど衝撃的な発明品だっ
たのです。その反響は未だに続いており、アメリカ・イギリスを始めと
する欧米諸国や中国・韓国などからオファーが殺到しています。

世界最先端の技術を福島から
　尾股教授としては、血圧計のノウハウは地元福島の企業に技術移
転したいと考えています。“アベノミクス”の経済政策の一つにも掲げ
られている医療機器産業の活性化。日本のためにも、国内での商品
化が必須であり、同時に福島の活性化に貢献したいという思いがあ
るからです。世界最先端の技術を福島から発信することは、尾股教授
の夢でもあります。

　また、工学部では国家資格である「臨床工学技士」の受験資格が
得られる専門課程を25年度から機械工学科及び電気電子工学科の
カリキュラムに導入することになりましたが、これも尾股教授が中心
となって働きかけたものです。高度化・複雑化する医療機器の操作
から維持管理まで行うスペシャリストである臨床工学技士。医療機
器メーカーだけでなく、病院や医療施設など活躍の場も広がります。
次世代工学技術研究センターという日本有数の医療機器と3名の医
師でもある教授陣が揃った絶好の環境の中で、学生も学ぶことがで
きるのです。

　尾股教授はこう諭します。「大事なことはまず工学の基礎をしっか
り学ぶこと。但し、暗記するだけでは新しいものは生まれない。知るこ
とは大事、でも教科書が全て正しいとは限らないのです」。大学でも

社会でも、新しい視点や違う
視点で学び、考えることが大事
だと示唆しているのです。

　尾股教授の目標は“死ぬまで
研究すること”。次はどんな発
明を生み出すのか、私たちの
期待も大きく膨らんでいきます。

　工学部電気電子工学科の尾股定夫教授は、指先で触れるだけで血圧が測れ
る世界初の血圧計を開発することに成功しました。血流を圧迫する必要がないた
め、運動時の測定、高齢者医療や救急医療、乳幼児・妊婦など周産期医療への
活用が可能になるという画期的な発明です。尾股教授のもとには、すでに商品化
のオファーが続々と届いており、今、世界中から注目を集めています。

★ 詳しくは工学部ホームページ工学部広報PLUSをご覧ください。

Just in touch!
触るだけで測れる
世界初の血圧計を開発

PROFILE
尾股 定夫 教授

日本大学大学院工学研究科修士課程修了後、日本大学工学部の
専任講師、助教授を経て1995 年教授となる。2005 年にはスウェー
デン王立ウメヲ大学より名誉博士号を授与されるなど、海外でも
活躍。現在、工学部電気電子工学科で教鞭を執り次世代工学技術
研究センター医療工学研究室で研究に従事する他、スタンフォード
大学医学部と共同研究を行うなど世界を駆け巡る。工学博士。

試作開発した血圧計のモデル

教員の　躍

申
込
方
法

平成25年1月10日（木）、平成24年度 学・協会賞等受賞者及び学位取得者に対する表彰式を行いました。

■ 平成24年度　学・協会賞等受賞者に対する表彰

■ 平成24年度　学位取得表彰

所属・資格・氏名

土木工学科
教　授　中村 晋

功労賞

技術開発賞

論文賞

WET Excellent 
Paper Award

土木工学科
准教授　中野 和典

建築学科
准教授　浦部 智義

建築学科
准教授　サンジェイ・パリーク

機械工学科
教　授　加藤 康司
教　授　橋本 純
准教授　伊藤 耕祐
助　教　武樋 孝幸
建築学科
准教授　浦部 智義 

申請取り扱いについては、「窓口での申請」または、「郵送による申請」に限ります。
（電話・FAX・E-mailでの取り扱いはいたしません）

1 本人による申請
　 「身分が証明できるもの」
2 代理人による申請
　 ①本人の「身分が証明できるもの」のコピー
　 ②委任状（本人の署名・捺印）
　 ③代理人の「身分が証明できるもの」

1 「身分が証明できるもの」のコピー
　 ※身分証明に記載されている個人情報は本人確認のためのみに使用し、証明書作成後に同封して返却いたします。

2 申請書
　 工学部HPからダウンロードできます。申請書をダウンロードできない場合は、
　 任意形式のメモ用紙に下記事項を記入してご送付ください。
　 必要事項
　 ①氏名（在籍時の氏名）
　 ②フリガナ（英文の場合はローマ字表記もご記入ください）
　 ③生年月日
　 ④学部・学科名または大学院・専攻名
　 ⑤入学（編入学）年月日
　 ⑥卒業（修了）・退学年月日
　 ⑦学生番号（確実でなければその旨ご記入ください）
　 ⑧証明書の種類・通数（厳封の有無をご記入ください）
　 ⑨使用目的
　 ⑩連絡先電話番号（日中連絡ができるもの）
3 発行手数料
　 右記料金表❶のとおり、日本の「切手」でお支払いください。 ※切手は台紙等に貼付しないでください。

4 返信用封筒
　 右記料金表❷のとおり切手を貼付し、宛先を記入してご送付ください。
　 ※お急ぎの場合は速達扱いにしてください。　※封筒サイズ長形3号、申請通数が多い場合は定形外封筒

地盤工学会

土木学会
東北支部

日本水環境学会

日本水処理
生物学会

日本デザイン
振興会

日本コンクリート
工学会 東北支部

日本機械学会 教育賞

グッド
デザイン金賞

論文賞

第20回日本ログハウス・
オブ・ザ・イヤー
最優秀賞

日本ログハウス・
オブ・ザ・イヤー 
実行委員会

平成24年
3月31日

平成24年
5月18日

平成24年
6月30日

平成24年
11月25日

平成24年
11月25日

平成24年
12月7日

平成24年
5月8日

平成24年
4月20日

授賞学・協会名 受賞年月日 受賞名

所属・氏名

 土木工学専攻・小森 武

論文名：道路橋の振動・騒音特性と騒音低減対策に関する研究

日本大学　　　 博士(工学）

学位授与機関

計 17 件

計 1 件

学位の種類 学位取得年月日

所属・資格・氏名

機械工学科
教　授　加藤 康司

名誉員

論文賞

部門研究
優秀講演賞

奨励賞

機械工学科
教　授　柿崎 隆夫

機械工学科
助　教　遠藤 央

電気電子工学科
教　授　尾股 定夫

情報工学科
准教授　中村 和樹

生命応用化学科
准教授　平野 展孝

情報工学科
研究所教授　白井 健二

日本機械学会

日本機械学会

日本機械学会

計測自動制御
学会

計測自動制御
学会

型技術協会

産業技術
総合研究所

学術奨励賞

功労者賞

第1回新化学
技術研究
奨励賞

新化学技術
推進協会

平成24年
4月20日

平成24年
4月20日

平成24年
4月20日

平成23年
12月24日

平成24年
2月22日

平成24年
5月25日

平成24年
6月21日

平成24年
4月2日

産業技術総合
研究所理事長賞

総合教育
教　授　戸次 直明

日本物理学会 平成24年
6月7日

平成24年 9月30日

Paper of 
Editors' Choice

授賞学・協会名 受賞年月日 受賞名

卒業生の皆さまへ 証明書が必要になったら

【窓口での申請】 （以下のものを持参してください）

【郵送による申請】（以下のものを封書で郵送してください）

❶ 証明書の種類と発行手数料（1通当たり）

証明書

❷ 郵便料金表

〒963-8642  郡山郵便局　私書箱　第12号
日本大学工学部　教務課　証明書係　TEL024-956-8624

詳細については、工学部HPのトップページ「卒業生の皆さまへ」
『各種証明書の申請について』をご覧ください。

http://www.ce.nihon-u.ac.jp

証明書通数

定 形 料 金
1通

2～3通
4～5通
6～9通

10通

80円
90円

120円
140円
200円

350円
360円
390円
410円
470円

定形外料金

普通郵便料金 速達扱い

手数料 備　考

200円

200円

200円

200円

100円

200円

100円

300円

600円

200円

電気主任・電気工事・特殊無線

測量学・火薬学

成績・卒業（修了）

成績・卒業（修了）

成 績 証 明 書

卒 業（ 修 了 ）証 明 書

退 学 証 明 書

修 得 学 科 目 証 明 書

履 修 証 明 書

教 職 成 績 証 明 書

教 職 単 位 修 得 証 明 書

調 査 書

英 文 証 明 書（ 1 通 目 ）

英文証明書（2通目以降）

注1：発行に1週間程度かかる場合があります。
注2：学部、大学院及び教職別にそれぞれ分けて申請してください。
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